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「林知己夫賞(功績賞)に！」 

                古川俊之 
 

 図らずも尊敬する林知己夫先生を記念す

る賞を頂いた。先生とお近づきになったのは

「計量診断研究会」を立ち上げて参加をお願

いした時である。書面に林先生の欄に？印を

付した表を付けた。統数研にお訪ねすると

「僕のところに？印があるのは何故か」と尋

ねられた。高名な林先生がメンバーに加わっ

て下さるか分からないという遠慮ですと答

えると、気にしない、参加すると言われた。

この研究会では随分お励ましを頂いた。 

 私が生命のワイブル解析に取りかかった

のは、東大教授から国立大阪病院長に転じて

からである。それまで教官や院生が下請けを

やって呉れていたが、野に下れば独りででき

るテーマと思い定めた。もちろん闇雲な行動

ではなく、東大赴任以前にモンテカルロ法の

寿命シミュレーションを立ち上げていた。 

 ワイブル分布は生命現象の時間特性を表

わすと、信頼性工学のテキストには書かれて

いる。しかし実際に証明した研究はない。そ

こでピーリング法で初期値を求め、4 項で近

似すると 6 歳からスタートする磨耗故障(死

亡)成分が見つかった。それがみごとに40歳

で消滅する。資料に照らせば結核である。社

会主義信仰の研究者は徴兵と女工が結核蔓

延をもたらしたというが、6 歳で集団労働は

考えられない。私は義務教育が元凶、教員が

感染源と推定した。しかしこれ以外の見るべ

き発見に繋がらない。ピーリングの精度は低

く操作不可能であった。 

 さて正攻法でたどり着いたワイブル2変数

モデルは、素直であるが生命表のデータの再

現性は充分でない。誤差を減らす補正は、ロ

ジスティック関数、フェルミ・ディラック分

布、ボーズ・アインシュタイン分布と当って

みたが、頭でっかちはダメであった。遂にあ

る夜、もう１項ワイブル分布を加えることを

思い付いた。後から考えると当り前であるが、

脳が過熱していると分別がつかない。林先生

は統数研の所長を退いておられたが、某財団

の理事会の席でご相談したら、自宅に来ない

かとお誘いを受けた。亡くなられる前年2001

年の初夏に、共同研究を始めていた名大理の

四方義啓教授と大阪電通大の長倉俊明教授 

(当時鈴鹿医療技大) を誘ってご自宅を訪れ

た。用いる基底の概要を説明するや否や、あ

ぁこのモデルはきっと旨く行くよと言われ、

茶室でお点前を頂戴した。広い庭に響き渡る

ご自慢の金(金色?)のトランペットを聞く機

会は遂になかった。 

(ふるかわとしゆき, 国立病院機構大阪医療

センター) 
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委員会報告 

広報委員会より 

会報が創刊号から閲覧可能に！ 

（大会プログラム・シンポジウムテーマも） 

 2007年9月10日より，学会Webページで，日本行動

計量学会の会報が創刊号(1973年12月25日発行）から

最新号までのすべてを見ることができるようになりま

す。これは，学会 Web ページの充実に向けた取り組み

の1つとして始めたもので，バックナンバーがPDF で

ご覧になれます。 

 第 1号から第83号までは，故 林知己夫先生の資料

庫に保存されていた会報を，資料の管理を託されてお

られる森本栄一氏(株式会社ビデオリサーチ・研究開発

部)のご尽力により，1ページ1ページ，スキャナーで

撮って PDF 化していただいたものです。一部，欠番が

ありましたが，それらは，事務局や当該号をお持ちの

方から提供をいただき，ここに全号を揃えることがで

きました。こうして全号が揃うと，会報は，当時の寄

稿や情報，学会や行動計量学の歴史などを知ることが

できる貴重な資料であることがわかります。 

 会報以外にも，大会のプログラムや行動計量シンポ

ジウムの開催要項も第 1 回からすべて整理しました。

これらは，本会創設時から活躍をされている柳井晴夫

氏(聖路加看護大学)から，大会抄録集，和文誌，シン

ポジウム冊子などの資料の提供を受け，私の研究室の

学生にPDF化とHTML化の作業をしてもらいました。す

でに学会 Web で公開されています。シンポジウムのテ

ーマなどを見ると，当時の研究の動向などを追うこと

ができ，興味深く見ることができます。 

 どうぞ，必要に応じてご覧になり，ご利用・ご活用

ください。また，情報の間違いや追加情報などありま

したら，広報委員会までお知らせください。 

2006-2008広報委員会Web小委員会 森 裕一 

 

会員専用ページの開始 

 2007年9月10日(月) から，学会Webページの「会

員のみなさまへ」の 

 ・会報  

 ・会員向けメーリングリスト 

の 2 つのページが会員専用となります。具体的には，

これらのページにアクセスすると，図のようなダイア

ログボックスが開き，ユーザー名とパスワードの入力

が要求されますので， 

  ユーザー名： bsj 

  パスワード： 1973 

と入力して，内容を閲覧してください。 

 

 このようにパスワードで保護することにしたの

は，会員であることのメリットを明確にすること

や，特に，前記の全会報の Web 掲載にともない，

会報やメーリングリストに載っている会員専用の

情報を保護することなどが主な理由です（2007 年

度第 1回理事会で決定）。 

 ユーザー名とパスワードは，別の紙に記して本会報

にも同封しておりますので，ご活用ください。もし，

なくしたり，忘れたりした場合は，当該 Web ページへ

のリンクがあるページに対処法を記しておりますので，

そちらをご覧ください。 
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2007年度 第１回理事会議事録 

 
日 時：2007年5月28日(月) 18：00～20：00 

場 所：統計数理研究所 特別会議室 

出 席：飽戸理事長，朝野，今泉，岩崎，植野，大津，

菊地，繁桝，鈴木，津村，馬場，林(文)，前田，丸山，

山岡，森，吉野，柳原 

資料 

1. 2006年度第7回理事会議事録(案) 

2. 社団法人 社会調査士機構設立について 

3. 平成20年度和文誌編集委員会 資料 

4. 横幹連合報告事項 

5. 入会希望者 

6. 退会希望者 

7. 会報やメールニュースを Web で公開することにつ

いて 

8. 欧文誌編集委員会報告資料 

9. 2007年度第1回統計関連学会連合理事会議事録 

議  事 
0. 開会 

 会報No.113が発行された旨，および会報発行に関す

るお詫びの文章を掲載した旨の報告があった。前回理

事会の議事録確認を行なった。 

1. 第35回大会について 

 村上大会実行委員長代理の津村大会実行委員から報

告と大会校での検討状況の説明があった。 

 チュートリアルセミナーは9月2日の終日，三部に

わたって実施する。フリーの統計ソフト R を素材とし

た内容である。 

 現在一般講演申し込みが19件，特別セッションの申

し込みが6件，チュートリアルの申し込みは13名があ

った。賛助金について7社から賛助内諾をいただいた。 

 懇親会は学内の生協で開催予定。 

２．次期36回大会  

 繁桝理事より，現在交渉中で次回理事会までには大

会校を決めて報告したい旨の説明があった。東日本東

京地区で開催，時期は開催校と他学会等の大会予定等

を踏まえて再検討する。 
３．各種委員会報告 

◎編集委員会 

今泉和文誌編集委員長から，資料3に基づいて次号

（9月発行予定）の編集状況についての報告があった。

その次の号は選挙に関する特集号を組む予定である。 

大津欧文誌編集委員長から，37巻2号を前年度末に

発行したことと次号の編集状況に関する説明があった。  

科研費（研究成果公開促進費）が採択され，90万円の

補助を受けたことも報告された。来年夏号はBayesian 

Networks and its applicationsの特集号としguest 

editorを海外から迎えて編集する予定。 

◎運営委員会 

 菊地運営委員長からチュートリアルセミナーについ

ては，大会事務局のほうで企画を進めていただいてい

る旨の報告があった。 

 研究部会については結果を前回報告した。継続4件，

新規 1 件が活動を始めている。シンポジウムと来年度

の春の合宿セミナーの企画を検討中である。 

◎広報委員会 

 Web ページの運用状況について森委員長から報告が

あった。HPの改訂が済んでいない点に気づいたら，指

摘いただきたい旨の依頼があった。 

 会報No.113が発行された。5/31締め切りの記事があ

ったために少し発送を早めた。MLについては頻回に発

信している。会員への登録への呼びかけなどを強化し

ている。更に，会報，MLの記事アーカイブのWebペー

ジでの公開のあり方について，資料７に基づき検討結

果の説明があった。審議の結果，ベーシック認証を施

して公開すること，公開の時期は9月の総会に合わせ，

会員への周知も会報を通じて行うこと等が承認された。

総会でも会員への報告を行う。 

◎組織検討委員会 

 林文組織検討委員長から，シニア会員等についての

継続審議中である旨報告があった。 

◎学会史編纂委員会 

 柳井理事から連絡を受けた前田理事から，学会草創

期からのメンバー等に原稿執筆を依頼すると共に，学

会史に興味を持つ会員から編集の支援を受けて作業を

進める予定である旨の報告が代読された。 

◎学会選考委員会・委員長の選考 

 候補者 2 名を決め，飽戸委員長から依頼を出す。そ

れで決まらない場合は理事長と事務局長に一任される

ことになった。 

◎事務局  

 前回議事録（資料1）を確認した。 

 吉野事務局長から、入退会の希望者について資料5,6 

に基づき説明があった。退会の賛助会員分については

退会の理由を照会することになった。 

 昨年度の決算について，国際文献印刷の決算が遅れ

たなどの理由で，遅れており次回送りとなった。 

 本年度の予算案等について，委員会等で必要な経費

について次の通り確認した。各委員会に15万円ずつ活

動経費を配分する。広報委員会は経常的経費のみとす

る。会報の費用は別会計とする。昨年度の広告費につ

いて遡及請求はしないことが承認された。今年度は広

報委員会で広告費獲得に努力する。研究部会について5

万円×5部会分。学会史編纂委員会への20万円の予算



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 114 号                                  2007 年 9 月 1 日 

 

を承認した。 

 J-STAGE にバックナンバーまで遡って収載する件に

ついては，予算の範囲内で、1巻分ずつ程度進めていく。

文科省からの補助金が下りた場合に備えて，著作権の

委譲を受ける作業を進めておく。 

 その他の経費として横幹への年会費支払い，統計関

連学会連合への支払いなどの支出がある。 
 次回理事会にて予算決算の案を具体的に審議・承認

することにした。 
４．その他  

○社会調査士認定機構の法人化について 

 (5月19日機構理事会の報告)吉野担当理事より，資

料 2 に基づき，来年春の法人化に向けた検討を進め、

文科省との折衝を進めている旨の説明があった。進展

状況を今後も随時報告する。 

 飽戸理事長より，副機構長人事等について説明があ

った。創立以来副機構長を杉山明子理事にお願いして

いたものが，前回の機構理事会で副機構長が飽戸理事

長に交代した。 

○統計関連学会連合について 

馬場担当理事から資料9に基づき説明があった。理

事が交代し，理事長は北川源四郎氏になった。 

2008年の連合大会の開催校について説明があり，学

会としての参加については改めて検討する必要がある

ことから，意見交換を行ったが，結論を見ず次回理事

会で継続審議することになった。 

○横幹連合について 

 今泉担当理事から資料4に基づいて，2006年度活動

報告，2007年度の活動計画の報告があった。引き続き

学会として参加することが承認され，会費を支払うこ

とが承認された。 

５．その他 

 次回理事会を7月31日(火)18:00～20:00統計数理研

究所において開催する。 

 

IMPS2007の報告 

 繁桝算男 

 IMPS2007(International Meeting of Psychometric 

Society)が2007年7月9日から13日までタワーホー

ル船堀で開催されました。この大会は，2001年に大阪

で開催されたことがあり，日本で開かれるのは2回目

となります。IMPS2007は，日本行動計量学会，日本心

理学会，日本統計学会との共催であり，また，第72回

のPsychometric Meetingという位置づけもあります。

このPsychometric meetingは，隔年ごとに北米と欧州

で開かれていたものですが，2001年に初めてアジアで

開かれ，真の意味でInternationalとなった大会です。 

 この大会の参加者は，全部で416名でした。国別で

は，国内から，211名，アメリカ68名，オランダ32

名，台湾23名，中国17名，韓国とタイが12名などで

す。計量心理学としては，サーストンの開いた第1回

以来，最も沢山の人を集めたい会となりました。また，

アジアで開かれたことを反映して，いつもよりもアジ

アからの参加者が多いことが分かります。 

 今回は，隅田川のボートツアー，江戸東京博物館，

茶道や飴細工の実演，日光ツアーなどSocial Program

にも力を入れましたが，なによりもプログラムの充実

を心がけました。大会運営について，お褒めの言葉を

頂くと同時に，基調講演，招待講演，いろいろな発表

が興味深かったという感想を頂いたことが大会運営に

関わったものにとって最も嬉しいことでした。このよ

うな感想の一つの原因は，通常の計量心理学会よりも

参加者が多様であり，多様な志向や技術が交錯したこ

とかと思っています。活字を通した学習よりも，この

ような大会での生きたコミュニケーションの結果が，

オリジナリティのある行動計量学の研究に結びつくこ

とを期待しています。 

 この大会の成功は，岡太副委員長，今泉事務局長，

植野（Social Program担当），大森(会場担当），星野（プ

ログラム担当），菊地，橋本（HP担当)，前田，萩生田(基

金担当)の諸氏を始め，多くの方のご尽力の賜物です。

心から感謝いたします。 
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関連学会等カレンダー 
＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 

☆第16回横幹技術フォーラム 

会 期:2007年9月4日(火) 

会 場: キャンパス・イノベーションセンター 国際

会議場（東京都港区芝浦3-3-6） 

テーマ：知の統合と横幹技術は産業活性化にどのよう

に活かせるか～日本のイノベーション力強化策を探る 

主 催：横幹技術協議会・横幹連合 

照会先:横幹連合事務局 

URL: http://www.trafst.jp/index.html 

 
☆第44回数理社会学会大会 
会 期:2007年9月15日(土)-16日(日) 

会 場:広島修道大学2号館1階 

照会先: 河野 敬雄(広島修道大学 〒731-3195 広島市

安佐南区大塚東1-1-1) TEL: 082-830-1141(研究室)  
E-mail: konon@shudo-u.ac.jp 
URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jams/index.html 
 
☆日本心理学会第71回大会 

会 期：2007年9月18日（火）～20日（木） 

会 場：東洋大学 白山キャンパス 

照会先：東洋大学社会学部社会心理学科内 日本心理

学会第71回大会準備委員会 〒112－8606 文京区白山

5－28－20早稲田大学文学部 心理学教室内 

TEL & FAX: 03-3945-7187 

E-mail: jpa71-07@soc.toyo.ac.jp 

URL:http://db1.wdc-jp.com/jpa/conf2007/11_contac

t/index.html 

 

 

☆日本社会心理学会第48回大会 

会 期：2007年9月22日（土）～24日（月） 

会 場：早稲田大学戸山キャンパス 

照会先：日本社会心理学会第48回大会準備委員会（事

務局代表 鈴木綾子） 〒162-8642 東京都新宿区戸山

1-24-1 早稲田大学文学部 心理学教室内 

E-mail: jssp2007＠gmail.com 

URL: http://db1.wdc-jp.com/jssp/conf/jssp2007/  

 

☆日本世論調査協会研究会 

会 期:2007年9月27日(木) 

場 所:NHK放送博物館地下会議室 

タイトル:｢傾向スコア補正の選挙予測への適用｣ 

照会先:(財)日本世論調査協会事務局 

TEL:03-3543-5630 

 

☆日本経営工学会平成19年度秋季研究大会 
会 期:2007年10月20日（土）,21日（日） 

会 場:小樽商科大学 

照会先:http://www.netlaputa.ne.jp/~jima-mcc/ 

annai.pdf 

 
☆第66回日本公衆衛生学会総会 

会 期:2007年10月24日(水)～26日(金) 

会 場: 愛媛県県民文化会館 他 

照会先: 総会事務局 

URL: http://www.ec-japan.jp/66jsph 

 

☆人工知能学会 第67回 人工知能基本問題研究

会 (SIG-FPAI) 

会 期：2007年11月3日(土)、4日(日) 

会 場：東京工業大学すずかけ台キャンパス 

すずかけホール 

テーマ：プリファレンスモデリングと推薦システム 

招待講演：統計的因果推論に関する講演を準備中 

発表申込期限：2007年9月25日(火) 

原稿提出期限：2007年10月16日(火) 

（研究会には会員でなくても発表・参加可能） 

照会先・申込先:村上知子((株)東芝研究開発センター) 

E-mail: tomoko.murakami@toshiba.co.jp 

TEL: 044-549-2406, FAX: 044-520-1268 

人工知能学会人工知能基本問題研究会 Web 

http://www-ikn.ist.hokudai.ac.jp/sigfpai/ 
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☆第 10 回情報論的学習理論ワークショップ

(IBIS2007）（日本行動計量学会協賛行事） 

会 期:2007年11月5日(月)～7日(水) 

会 場: 東京工業大学すずかけ台キャンパス台 

すずかけホール(http://www.sok.titech.ac.jp/ 

hp-zentai/suzukakemap.htm) 

照会先: IBIS2007事務局 

URL:http://ibis2007.bayesnet.org/ 

E-mail: support@ibis2007.bayesnet.org 

 
☆統計数理研究所2007年公開講演会 
日 時：2007年11月7日(水) 13:30～16:30 

場 所：統計数理研究所講堂(東京都港区南麻布4-6-7) 

       http://www.ism.ac.jp/ 参加無料。 

テーマ：「健康の科学に貢献する統計科学」 

講演： 

 1. 疾病に年齢・時代・世代はどう関わるか？ 

      中村 隆（統計数理研究所教授） 

 2. 口の健康と健康寿命 

  ―反復横断調査と縦断パネル調査から― 

      那須郁夫（日本大学松戸歯学部准教授） 

 3. ライフスタイルと健康 

  ―健康寿命を決定するもの― 

      森本兼曩（大阪大学 大学院医学系研究科教授） 

 
☆第72回日本民族衛生学会総会 

会 期:2007年11月8日(木), 9日(金) 

会 場:高岡市生涯学習センター(高岡市末広町1-7) 

学会長：鏡森定信(富山大学大学院教授) 

統一テーマ: 文化と健康 

照会先: 総会事務局 富山短期大学 〒930-0193 富山

市願海寺水口444 (桑森豊美)  

TEL: 076-436-5146，FAX: 076-436-0133 

E-mail: kuwamori@toyama-c.ac.jp 

 

☆日本世論調査協会2007年度研究大会 

会 期: 2007年11月9日(金) 

会 場: 中央大学駿河台記念館 

照会先: 日本世論調査協会事務局 

〒104-0061 東京都中央区銀座6-16-12 丸高ビル (社)

中央調査社内  

TEL: 03-3543-5630 FAX: 03-3549-3126 

E-mail: japor@crs.or.jp 

☆日本計算機統計学会第21回シンポジウム 
会 期:2007年11月15日(木)～16日(金) 

会 場: 鎌倉芸術館(神奈川県鎌倉市) 

照会先: 日本計算機統計学会第21回シンポジウム事務局 

日本ニューメリカルアルゴリズムズグループ株式会社内 

TEL: 03-5542-6311 FAX：03-5542-6312 

E-mail：sympo21@jscs.or.jp 

URL:http：//www.nag-j.co.jp/sympo21/ 

 

☆第80回日本社会学会大会 
会 期:2007年11月17日(土)-18日(日) 

会 場:関東学院大学 

照会先:URL: http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/ 

 
☆経営情報学会2007年度秋季全国研究発表大会 
統一論題：地域文化のダイナミズム～槌音と美酒と音

楽の響き～ 

日時：2007年11月17日（土）～18日（日）（16日，

20日にもイベントがあります） 

場所：静岡大学浜松キャンパス 

URL:http://www.inf.ie.kanagawa-u.ac.jp/uchida/ 

shizu_jasmin_hp/index.html 

 

☆第20回日本リスク研究学会研究発表会 

会 期：2007年 11月17日(土)，18日(日) 

会 場：徳島大学工学部共通講義棟会議室他 

特別講演：宮本憲一（大阪市立大学名誉教授、滋賀大

学元学長、元立命館大学政策科学部教授岩波「環境と

公害」編集代表）「維持可能な社会を目指して」（仮題） 

一般公開シンポジウム：食品安全、地域防災 

照会先：徳島大学総合科学部 関澤 純  

〒770-8502 徳島市南常三島町1-1徳島大学総合科学部 

TEL & FAX: 088-656-7263 

E-mail: sekizawa@ias.tokushima-u.ac.jp 

URL: http://www.sra-japan.jp/SRAJ2007HP/ 
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☆医療の質・安全学会第2回学術集会 

会 期:2007年11月23日(金・祝日)～25日(日) 

会 場: 東京国際フォーラム（東京都千代田区） 

会 長：上原鳴夫（東北大学） 

テーマ：21世紀の医療と医療システムを求めて 

照会先：第2回学術集会事務局 

東北大学大学院医学系研究科国際保健学分野内 

E-mail: jsqsh2007secretary@qsh.jp 

TEL: 022-717-8196, FAX:022-717-8198 

 
☆第2回横幹連合コンファレンス「異分野をつな

ぐ知のシナジー」 

会 期：2007年11月29日(木),30(金) 

会 場： 京都大学 百周年時計台記念館（京都市左京

区吉田本町） 

主 催：横幹連合（特定非営利活動法人 横断型基幹科

学技術研究団体連合） 

照会先：第2回横幹連合コンファレンス事務局 

http://www.trafst.jp/conf2007/index.html 

 
☆第27回日本看護科学学会学術集会 

会 期: 2007年12月7日(金),8日(土) 

会 場: 東京国際フォーラム(東京都千代田区丸の内

3-5-1) 

照会先: 学術集会事務局本部(〒113-0033 東京都文京

区本郷7-3-1東京大学大学院医学系研究科健康科学･看

護学専攻地域看護学分野)  

E-mail: jans27-office@umin.ac.jp 

URL: http://jans27.umin.jp 

 
横幹連合よりお知らせ 

 横幹連合では、横幹型基幹科学技術の振興・普及と

社会への貢献を加速させるため、横幹連合に参加して

いる各学会の横断的な研究連携によって初めて成果が

得られるような研究プロジェクトへの助成を行うこと

となりました。 

募集要項 および申請書フォーム等詳細はHP 

  http://www.trafst.jp 

をご参照下さい。ご不明の点は事務局までお問合せ下

さい。 

NPO法人 横幹連合 事務局長  井上雄一郎 

Tel/Fax: 03-3814-4130 

E-mail: office@trafst.jp 

 (募集要項からの抜粋) 

１ 研究組織： 横幹連合参加学会の複数の学会から研

究メンバーを構成すること。 

２ 研究テーマ： 横断型基幹科学技術の社会への貢献

を具体化する道筋を開くこと、および、その学術展開

のメカニズムの解明や基盤・環境の整備方向を基礎づ

けることに関わる課題とする。学問分野等の領域は自

由とするが、「横断型研究」として進めることに高い

意義が認められる課題を優先する。 

３ 応募の締め切りと審査結果の通知： 

3.1 応募は、添付の様式に記入の上、2007 年9 月末

日までに下記横幹連合事務局あてに郵送のこと（消印

有効）。 

3.2 審査結果については、2007 年10 月末日までに研

究代表者あてに通知する。応募書類は返却しない。 

４ 助成金額と募集件数、活動期間： 

4.1 50～100 万円× 2 件 

4.2 助成の対象となる活動期間は3 ヶ月以上1 年以

内とする。 

 
 

公募・求人情報 

本コーナーでは計量的手法や社会調査，統計学と関

係が深いと思われる公募を中心に，公募情報を抜粋し

て紹介します。以下の公募は， 応募期限の早い順に並

んでいます。公募情報の詳細については，公募元にご

確認下さい。  

なお，研究者の公募情報は，例えば独立行政法人科

学技術振興機構の「研究者人材データベース

(JREC-IN)」で参照することができます。URLは下記の

通りです。ご活用をお勧めします。 

http://jrecin.jst.go.jp/ 

 以下には上記 JREC-IN に含まれていない公募情報も

掲載されている場合があります．原則として，本学会

に直接広報依頼のあった公募については詳細に情報を

記載します。 
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☆東北大学文学研究科人間科学専攻 

1.職名・人員: 准教授 １名 

2.所属講座等: 文学研究科人間科学専攻行動科学講座 

3.専門分野: 行動科学（社会階層と不平等） 

4.担当科目等: 大学院・学部：社会階層と不平等およ

び関連分野の講義・演習など 

5.採用予定年月日: 平成20年４月１日 

6.任期: なし(ただし、本学の定年は63歳)＊1 

7.応募資格: (1)博士の学位を有する方、またはそれと

同等以上の研究業績を有する方 (2)社会階層と不平等

および関連分野に関する深い見識と業績を持ち、この

分野に関する教育を熱意をもって遂行できる方 (3)年

齢は採用予定時点(平成20年４月１日)で満45歳以下で

あることが望ましい。 

8.応募期限: 平成19年9月15日(木)消印有効 

9.提出書類: (1)履歴書１部(市販の用紙を使用し、３

ヶ月以内に撮影の写真を貼付のこと) (2)研究業績一覧 

３部（著書、論文、口頭発表、その他、に区分のこと） 

(3)主要研究業績５点以内につき、各400字程度で記し

た要旨(A4版用紙使用) ３部 (4)上記主要研究業績５

点以内のオリジナルもしくはコピー 各３部 提出書

類は返却しない。返却希望の場合は返信用封筒を同封

すること (5) 着任後の教育・研究に関する抱負（2000

字程度） ３部 (6)健康診断書については、後日提出を

求めることがある。 

10.選考方法: 提出書類により選考の上、指定の場所・

日時で面接を行う(旅費等は本人負担) 

11.書類提出先: 〒980-8576 仙台市青葉区川内27-1 

東北大学大学院文学研究科長 原 純輔 

封筒に「行動科学講座教員応募書類」と朱記し、簡易

書留郵便または書留郵便で送って下さい。 

12.問合せ先: 東北大学大学院文学研究科行動科学講

座 教授 佐藤嘉倫(TEL: 022-795-6036, Fax :022- 

795-5972，E-mail：ysato@sal.tohoku.ac.jp） 
＊1 研究業績・教育経験によっては准教授（テニュア・

トラック制）として採用することもあります。 
 准教授（テニュア・トラック制）として採用された

ものは、５年以内（特別な事情のある場合 には６年）

に審査を受けて、充分な資格があると認められた場合

には、任期のないテニュア付き准教授に配置換えされ

ることとなります。 
＊2 東北大学大学院文学研究科では、男女共同参画を推

進しています。 

☆早稲田大学国際教養学部 

1. 募集人数：助教1名 

2. 採用年月日：2008年4月1日 

3. 任期：2年間 ※採用後、所定の審査を経て1年毎4

年間まで（通算6年間）の延長が可能です。 

4. 募集分野：統計学 

5. 給与等：本学の給与規程による。 

6. 応募書類受付期間: 受付期間：2007年8月6日(月)

～ 10月1日(月)（必着） 

※応募資格、応募方法、選考についての詳細は、以下

のURLでご確認ください。   

http://www.waseda.jp/sils/news/ap/jokyo-s-jp.htm

（日本語） 

http://www.waseda.jp/sils/news/ap/jokyo-s-en.htm

（英語） 

 

☆武蔵大学社会学部教員公募 

1. 職名・人員:専任講師または准教授1名 

2. 所属： 武蔵大学社会学部社会学科 

3. 専門分野・担当予定科目：「家族社会学」。ただし「福

祉社会学」あるいは「社会問題の社会学」をあわせて

担当できることが望ましい。その他の担当予定科目：

「社会調査実習」「社会学原論」「社会調査法」など。

大学院科目を担当する可能性もあります。 

4. 応募資格： 

①担当科目に関しての教育・研究上の能力を有するこ

と 

②2008年4月1日現在40歳未満の方 

③博士後期課程単位取得（見込みを含む）以上の方 

5.仕事内容： 

①専攻分野を中心とする講義、ゼミ、実習 

②学内の教務関連などの事務的業務及び学生指導 

6. 採用時期：2008年4月1日から 

7. 選考内容： 

一次：書類選考（結果は本人に通知します） 

二次：面接及びプレゼンテーション（一次通過者に実

施します） 

選考結果通知：決定次第、本人宛通知いたします。 

8. 応募書類： 

①履歴書（A4版、様式任意：学歴（大学入学以降）、学

位、職歴（研究・教育歴を含む）、所属学会などを記入） 

②業績一覧目録（A4版、様式任意：下記③の主要業績

には○印を付してください） 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 114 号                                  2007 年 9 月 1 日 

 

③主要業績 3 点。単著の著書のみ現物。論文などはコ

ピーまたは抜き刷りに限る。博士論文の場合は要旨を

添えて提出。（上記3点について、各400字程度の用紙

を1枚に収めたA４版要旨を付してください）。 

※原則として応募書類は返却いたしません。ただし、

希望者に著者は返却いたしますので、返送先を記した

封筒（簡易書留分の切手を貼付）を添えてください。 

9.書類送付先：〒176-8534 東京都練馬区豊玉上

1-26-1 武蔵大学企画運営部 学部・大学院課気付 

社会学部専任人事委員会（※応募書類は「社会学部社

会学科専任教員応募書類」と朱書きしてお送りくださ

い。宅配便、ゆうパック、簡易書留等配達記録の残る

方法でお送りください。） 

9. 応募締切：2007年10月1日まで（必着） 

10. 問合せ：武蔵大学社会学部専任人事委員会まで文

書またはファックス（03-5984-3879）で。 

 

☆東京工科大学メディア学部教員公募 

1. 職名・人員：准教授または講師いずれか 1名 

2. 所属：東京工科大学メディア学部 

3 専門分野：社会学系、メディア・コミュニケーショ

ン論 

4 主な担当科目：マスコミュニケーション論、社会調

査法、メディアリテラシーなど  

5 仕事内容：卒業研究、演習は担当していただき、大

学院の研究指導、その他授業科目はご相談のうえご担

当いただきます。 

6. 応募資格：原則として45歳以下（着任時現在） 

［教員候補者として望ましい人物像］ 

(1)優れた研究実績がある人(該当専門分野の学位を有

していることが望ましい) 

(2)教育歴が豊かな人、あるいは教育に熱心な人 

(3)新しい学問分野へ積極的に挑戦する人 

(4)IT(情報技術)の活用に意欲的な人 

(5)将来の大学・大学院改革に強い関心と意欲があり、

積極的に協力する人 

(6)学生にとって人間的な魅力を持ち、面倒見が良く、

学生の個性を生かす努力を惜しまない人 

(7)学生の卒業後の進路（就職・大学院進学）指導を適

切に行う人 

7. 採用時期：2008年4月1日（原則として） 

8. 選考内容：書類審査、面接。 

面接日等の詳細は、後日候補者に連絡いたします。 

選考結果は本人宛通知いたします。 

9. 提出書類： 

【提出書類】 

・履歴書（所定様式、写真添付のこと） 

・業績一覧（所定様式） 

・主要論文・業績の内容を示すもの（任意様式） 

※提出書類の封筒には、必ず専門分野を朱書きしてく

ださい。 

※所定様式は、下記 URL からダウンロードしてくださ

い。 

http://www.teu.ac.jp/advertise/008338.html 

【提出先】 

東京工科大学人事委員会事務局担当：業務課 宗像 

〒192-0982 東京都八王子市片倉町1404-1 

TEL：042-637-2111(代)内線2022 

E-mail：gyoumu@so.teu.ac.jp 

※提出書類に含まれる個人情報は、選考及び採用以外

の目的には使用しません。 

※原則として、提出書類は返却いたします。 

10. 募集期間: 2007年7月19日から 2007年10月31

日まで。締切日必着。 

11. 連絡先：〒192-0982 

東京都 八王子市片倉町1404-1 事務局業務課 宗像 

E-mail: gyoumu@so.teu.ac.jp  

TEL:042-637-2111 FAX:042-637-2112 

12.公募のURL 

http://www.teu.ac.jp/advertise/index.html 
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会員の著書等 

吉野諒三・千野直仁・山岸侯彦『数理心理学―心理表

現の論理と実際 (心理学の世界 専門編 16)』 培風館, 

2007年. 

繁桝算男 『後悔しない意思決定 (岩波科学ライブラ

リー 129)』 岩波書店, 2007年. 

柳井晴夫・田栗正章・藤越康祝『やさしい統計入門』 

講談社, 2007年. 

丸山久美子 『心理統計学－トポロジーの世界を科学す

る－』アートアンドブレーン, 2007年. 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などを、できるだけ論文

として投稿してください。お待ちしております。 
和文誌「行動計量学」 

〒206-0022 東京都多摩市聖ヶ丘4-1-1 

多摩大学経営情報学部 今泉 忠 

E-mail: imaizumi@tama.ac.jp  

 

欧文誌:｢ Behaviormetrika｣ 

〒153-8501 東京都目黒区駒場2-19-23 

独立行政法人大学入試センター研究開発部 大津 起夫 

E-mail: otsu@rd.dnc.ac.jp  

 

日本行動計量学会会員数 

(2007年8月1日現在) 

正会員          1,003名 

準会員                   98名 

名誉会員                  8名 

シニア会員                1名 

賛助会員                 21社 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています。詳しくは、

下記までお問い合わせください。 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場4-4-19 

(株)国際文献印刷社内 

日本行動計量学会係 

bsj-post@bunken.co.jp 

担当：根目澤（ねめざわ） 

TEL.03-5389-6209 

FAX.03-3368-2822 

 

日本行動計量学会Webページ 

http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/index.html 

 

「会員向けメーリングリスト」への登録のお誘い  

前号でもお願いいたしましたが、会員向けメーリン

グリストへの登録をお願い申しあげます。 

ＭＬへの登録（削除も）はご自身で行っていただき

ますが，簡単です。 

「会員向けメーリングリスト：登録・サービスの詳細」

のページ 

  http://wwwsoc.nii.ac.jp/bsj/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって行ってください。

なお，会員であることを確認するために会員番号が必

要ですので，学会からの送付物の宛名シールなどを用

意して，作業をしてください。 

 なお，すでに登録されている方にお願いです。 

・メールアドレスが変更になった場合は，お手数です

が，古いアドレスの削除と新しいアドレスの登録の２

つの作業を行ってください。 

・ＭＬの配信が不要になった場合も（たとえば退会な

ど）ご自分でアドレスの削除を行ってください。 

 以上，よろしくお願いします。 
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編集後記 

 今年の夏は、気象庁が猛暑日という用語を作成した

のが，真に的を射た結果になりましたが,9月に入って

少し落ち着いてきたように感じます。しかし，それに

も負けない議論がかわされた学会大会が終了した時期

に皆様のお手元に会報第 114 号をお届けいたします。

学会大会関連の情報がなくなった分,厚さ的には前号

に比べやや夏痩せしました。今号は巻頭言に古川俊之

先生が林知己夫賞(功績賞)受賞に際し，林先生の想い

出を綴っていただきました。林先生のトランペットは,

古川先生に限らず,学会員であれば皆聞きたかったこ

とと思います。 

記事にありますように，会報のバックナンバーをは

じめ過去の大会プログラムやシンポジウムのテーマが

Web上で公開されることになりました。会員の方に限定

したサービスですので，アクセスする際にはユーザー

名とパスワードが必要になります。 

 広報委員会では会員の皆様から原稿を頂戴しており

ます。特に会員の方が出版された本や，会員に関係が

あると思われる，シンポジウム，セミナーなどに関す

るものをお待ちしております。なお，編集の都合上，

発行月(3,6,9,12)の前々月の末日まで(次号115号の場

合には10月末日)にお寄せいただければ,直近号に掲載

することが可能です。それ以降に届いたものにつきま

しては、次号に回させていただきますのでよろしくお

願い申しあげます。 

 

会報原稿送付先 

〒470-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33 

日本赤十字豊田看護大学 

西川浩昭 nishikawa@rctoyota.ac.jp 

TEL: 0565-36-5111 

FAX: 0565-37-8558 

題字：林知己夫 
広報委員長：森裕一 
会報作成担当：西川浩昭・菅野剛・田中ゆかり・生田

目崇・西山悦子・広田すみれ・行廣隆次・前田忠彦 
 
 
 
 
 
 

 


